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（1）スピン軌道力を取り入れるための正準基底HFB法の改造

（２）テスト計算結果の１例



  

前回までの講演の要点



  

今春の物理学会での中性子暈についての報告内容

球形核では
　 対相関がなければ、　　束縛の減少につれ平均半径が漸増
　 対相関があれば、　　　pairing anti-halo effect

変形核では
　　対相関の有無によらず、
　　　　フェルミ準位の上昇による平均半径の増加率は小さい

変形核でも球形核でも
　　対相関がなければ、
　　　　フェルミ準位がゼロを超えれば、HF解は密度が非局在化する。
　　対相関があれば、
　　　　フェルミ準位がゼロを超えても、
　　　　しばらくは密度の局在したHFB解が存続する。
　　　　⇒ドリップ線だからと言って粒子数射影が
　　　　　　特に必要になる訳ではない。

今回は、講演「part II」 としてスピン軌道を入れた計算を示したかったが...
　　　⇒　スピン軌道を導入し終えたところで時間切れ。
　　　　　　テスト計算結果を１例だけ示す。



  



  

正準基底HFB法

未知の核  ⇒  任意の変形、任意の表面状態 (スキン、ハロー)
      調和振動子等の基底展開は不利 (最適化がわずらわしい)
　　  位置座標表現が適する (正方メッシュ表現等)
      

中性子過剰核 　⇒　フェルミ準位の上昇 (連続状態への接近)
   　　対相関で連続状態を陽に取り入れる必要
   　　従来の解法 (準粒子法) では困難 (状態数が過大)

正準基底HFB法 + ３次元メッシュ表現 + Skyrme 相互作用
   　　任意の変形、任意の表面状態、連続状態の対相関 を扱える



  



  

Skyrme HFB法におけるスピン軌道力

Ref.  Bonche et al., Nucl.Phys. A443, 39 (1985)



  



  



  



  



  



  

時間反転対称性の利用



  



  



  



  

テスト計算の結果



  



  



  



  



  



  



  

ま　と　め

1．正準基底HFB法プログラムを、スピン軌道力が扱えるように改造した。

２．空間的対称性を一切課さず、一方、時間反転対称性は最大限に利用した。

３．N=Z=150核の基底状態の計算例を示した。
　　スピン軌道力の導入による計算時間の増加は６倍程度で済んだ。

１．プログラムの気になる点の詰め、　計算効率の向上

２．クーロンポテンシャルの導入、　境界条件の計算方法の選択が重要

３．プログラムの精密な検証

４．各種の拘束項の導入、　特に回転・並進運動の抑止がたぶん必要となるだろう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　変形に対してソフトな核では収束の加速のための外場が必要だろう

５．プログラムの活用、　対相関の反中性子暈効果の系統的研究、核図表全面の計算

今後の計画




